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索
引
号
・
追
補
月
刊
『
芸
備
医
事
』
は
今
回
初
め
て
全
号
製
本
さ

れ
た
の
で
、
元
来
本
書
全
号
を
通
し
て
の
索
引
も
、
一
本
と
し
て
発
刊

本
書
の
百
年
を
経
て
の
出
会
は
先
人
の
手
引
き
の
よ
う
で
あ
る
。
鹿

田
分
館
や
東
大
図
書
館
、
他
大
学
医
学
部
図
書
館
に
も
大
変
お
世
話
に

な
り
、
復
刻
事
業
も
進
行
し
、
近
代
的
な
製
本
技
術
と
出
版
使
命
に
献

身
さ
れ
た
Ｋ
Ｋ
コ
ン
テ
ン
ッ
の
尽
力
に
よ
り
、
約
六
ヶ
月
と
い
う
驚
異

的
な
短
期
に
終
了
し
、
復
刻
完
本
の
新
生
振
り
を
、
広
島
医
学
会
総
会

場
に
展
示
し
会
員
に
も
手
に
と
っ
て
み
て
貰
い
、
中
国
新
聞
も
大
き
く

報
道
し
、
地
域
の
史
家
に
も
反
響
が
あ
っ
た
。
展
示
の
説
明
文
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
、
出
版
は
総
会
に
間
に
合
っ
た
の
で
あ
る
。

「
芸
備
医
事
」
再
生
の
言
葉
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

広
島
医
学
百
年
を
迎
え
て

名
著
・
芸
備
医
事
復
版
再
生
な
る

明
治
二
十
九
年
創
刊
よ
り
昭
和
十
七
年
終
刊
に
至
る
迄
五
五
五
号
を

今
年
医
学
会
総
会
に
展
示
供
覧
し
得
た
こ
と
は
先
人
の
学
恩
に
些
か
な

り
と
も
報
い
よ
う
と
す
る
我
々
後
進
の
素
志
で
あ
り
感
激
新
な
る
も
の

が
あ
る
。
本
記
念
事
業
推
進
援
助
さ
れ
た
各
位
・
富
士
川
瀞
顕
彰
会
・

広
島
県
医
師
会
・
安
佐
医
師
会
な
ど
で
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

永
ら
く
幻
で
あ
っ
た
郷
土
・
本
邦
の
名
著
を
永
久
版
完
本
と
し
て
後
世

に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
郷
土
の
秀
れ
た
文
化
遺
産

と
し
て
広
島
県
立
文
書
館
に
保
管
さ
れ
、
貴
重
な
医
事
文
化
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
九
年
十
一
月
八
日

志
田
信
男
訳
注

「
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
医
学
の
歌
」

ア
ラ
ブ
医
学
史
の
わ
が
国
に
お
け
る
文
献
は
、
通
史
と
し
て
は
前
嶋

信
次
先
生
の
著
書
、
小
川
政
修
、
川
喜
田
愛
郎
両
先
生
の
西
洋
医
学
史

中
の
記
述
な
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
個
別
史
の
領
域
で
は
公
刊
さ
れ
た
も
の
が
少
な
い
の
で
、
ア
ラ
ブ

医
学
史
の
最
高
峰
ア
ビ
セ
ン
ナ
（
こ
の
表
記
に
つ
き
後
述
）
の
代
表
作
の

一
つ
が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
。
し
か
も
綿
密
な
テ
キ
ス

ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
の
上
に
立
っ
た
高
度
に
学
問
的
な
翻
訳
で
、
詳
し

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
約
一
九
○
○
○
頁
の
内
容
に
論
説
・
伝
記
・
史

談
・
医
戒
・
学
苑
を
中
心
と
し
て
、
医
学
史
関
係
の
外
に
、
雑
報
は
医

学
会
の
み
な
ら
ず
各
地
・
各
界
・
各
支
部
・
会
員
動
静
報
告
が
あ
り
、

医
界
の
連
帯
感
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
医
学
の
紹
介
・
郷
土
通

信
な
ど
は
史
家
の
興
味
を
ひ
く
に
足
る
編
集
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

の
一
項
目
を
探
し
出
す
に
し
て
も
索
引
は
原
則
的
に
編
集
が
必
要
と
な

っ
て
く
る
。
こ
の
た
び
は
全
号
を
通
し
て
、
人
物
・
物
件
別
に
分
類
し

発
行
で
き
ず
、
全
号
の
目
次
の
羅
列
に
終
っ
た
こ
と
は
心
残
り
で
あ
る

が
、
後
日
の
作
業
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
江
川
義
雄
）

〔
芸
備
医
学
会
発
刊
、
索
引
号
は
富
士
川
源
顕
彰
会
発
行
・
申
し
込
み
先
、

コ
ン
テ
ン
ッ
Ｋ
Ｋ
叩
岡
山
市
西
崎
一
’
一
○
’
一
、
電
話
○
八
六
’
二

五
五
’
七
八
四
八
、
平
成
九
年
十
一
月
、
Ａ
３
判
、
一
九
、
○
○
○
頁
、

二
部
一
セ
ッ
ト
頒
価
税
込
み
九
六
七
、
○
五
○
円
〕
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い
解
説
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
ラ
ブ
医
学
史
、
西
洋
医
学
史
に
関
心

を
持
つ
も
の
の
必
読
の
文
献
と
し
て
、
こ
の
害
を
紹
介
す
る
。

訳
者
志
田
信
男
氏
は
東
京
薬
科
大
学
名
誉
教
授
で
言
語
学
、
西
洋
古

典
学
を
専
門
と
し
、
早
く
か
ら
古
代
・
中
世
の
医
学
史
も
研
究
対
象
と

し
て
い
た
。
こ
の
害
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、
ア
ビ
セ
ン
ナ
の
「
医

学
の
歌
』
を
神
田
の
古
書
店
で
発
見
し
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
翻
訳
し

た
と
い
う
。
こ
の
底
本
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
に
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
付

し
、
ラ
テ
ン
語
訳
も
つ
け
ら
れ
た
精
密
な
も
の
で
、
訳
者
は
こ
の
害
を

訳
す
る
の
に
ア
ラ
ビ
ア
語
ま
で
学
習
し
て
い
る
。
訳
者
は
後
に
英
訳
も

入
手
し
、
そ
れ
も
校
訂
の
参
考
と
し
た
。
こ
の
訳
業
は
訳
者
の
個
人
雑

誌
「
伝
承
と
医
学
」
に
連
載
さ
れ
た
が
、
今
回
解
説
を
付
し
て
出
版
さ

れ
た
。現

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ブ
ハ
ラ
近
郊
で
生
ま
れ
、
現
イ
ラ
ン
西
部
の

ハ
マ
ダ
ン
で
死
去
し
た
ア
ビ
セ
ン
ナ
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
に
つ
い
て
、

こ
の
害
に
詳
し
い
解
説
が
あ
る
。
ア
ビ
セ
ン
ナ
は
偉
大
な
医
学
者
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
科
学
・
思
想
の
多
く
の
方
面
に
業
績
を
残
し
た
偉
人

で
あ
っ
た
。
ア
ピ
セ
ン
ナ
は
蕩
児
と
し
て
の
一
面
も
も
っ
て
い
た
が
、

訳
者
は
そ
れ
に
対
す
る
目
配
り
も
忘
れ
て
い
な
い
。

ア
ビ
セ
ン
ナ
の
主
著
は
『
医
学
規
典
」
（
カ
ー
ヌ
ー
ン
ま
た
は
カ
ノ
ン
、

私
は
略
称
と
し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
カ
ー
ヌ
ー
ン
を
用
い
る
こ
と
を
提
唱
し
た

い
）
で
、
長
い
間
西
洋
医
学
の
基
準
と
な
っ
た
。
『
医
学
規
典
」
を
要
約

し
た
の
が
『
医
学
の
歌
』
言
医
学
詩
』
と
も
訳
さ
れ
る
）
で
、
多
く
の
人
に

愛
読
さ
れ
、
教
科
書
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
（
１
）
散
文
に
よ
る
序
文
、
（
２
）
詩
に
よ
る
序
文
、

医
学
の
定
義
と
分
類
、
自
然
の
七
個
の
構
成
要
素
、
生
命
に
対
す
る
六

個
の
必
須
要
件
、
常
態
か
ら
逸
脱
す
る
事
柄
（
病
理
学
）
、
徴
候
論
、
経

過
論
な
ど
の
医
学
の
基
本
理
論
、
（
３
）
臨
床
医
学
の
内
科
的
方
面
の

（
ａ
）
食
事
療
法
と
薬
物
に
よ
る
健
康
法
、
（
ｂ
）
食
事
療
法
と
薬
物
に

よ
る
治
療
学
、
外
科
的
臨
床
の
（
ａ
）
血
管
と
潟
血
、
（
ｂ
）
軟
部
組
織

の
処
置
、
（
Ｃ
）
骨
、
と
く
に
骨
折
の
治
療
で
、
総
行
数
一
三
二
六
行
で

一
仇
｝
プ
（
四
○

訳
者
も
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
韻
文
に
よ
る
啓
蒙
的
な
医
学
書
と
い

う
と
だ
れ
で
も
思
い
う
か
べ
る
の
が
「
サ
レ
ル
ノ
養
生
訓
」
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
形
の
医
学
害
、
い
わ
ゆ
る
医
学
教
訓
詩
は
古
く
か
ら
あ
っ

た
よ
う
で
、
小
川
政
修
先
生
は
晩
期
ロ
ー
マ
や
ビ
ザ
ン
ッ
の
医
学
者
に

も
こ
の
よ
う
な
著
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

訳
者
は
「
医
学
の
歌
」
を
、
原
文
、
仏
訳
、
ラ
テ
ン
語
訳
、
英
訳
を

比
較
す
る
と
い
う
厳
密
な
方
法
で
翻
訳
し
て
お
り
、
注
も
原
注
、
英
注
、

訳
注
を
併
記
し
て
い
る
。
原
注
に
は
、
こ
の
害
を
注
釈
し
た
ア
ベ
ロ
エ

ス
、
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
の
も
の
も
あ
る
。

解
説
は
、
ア
ビ
セ
ン
ナ
の
生
涯
、
業
績
、
医
学
理
論
、
「
医
学
の
歌
」

の
歴
史
な
ど
を
含
ん
だ
詳
細
な
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
「
ア
ビ
セ
ン
ナ

読
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ビ
セ
ン
ナ
に
は
高
弟
が
後
半
生
を
加
筆
し

た
自
伝
が
あ
る
が
、
そ
の
全
訳
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
高
度
に
学

問
的
な
翻
訳
と
解
説
を
、
研
究
者
必
携
の
文
献
と
し
て
推
奨
す
る
。

二
、
三
を
追
記
す
る
。

訳
者
は
Ｐ
員
８
コ
目
の
読
み
を
音
声
学
的
に
詳
し
く
考
察
し
、
ア
ヴ

ィ
セ
ン
ナ
と
表
記
し
て
い
る
。
私
も
こ
れ
に
従
っ
て
ア
ビ
ケ
ン
ナ
の
表
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記
を
捨
て
る
が
、
ラ
テ
ン
語
と
し
て
も
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
言
語

慣
習
か
ら
も
こ
の
Ｖ
は
唇
歯
音
で
な
い
と
い
う
理
由
で
、
ア
ビ
セ
ン
ナ

を
用
い
た
い
・

カ
ー
ヌ
ー
ン
の
日
本
語
訳
名
を
、
訳
者
は
前
嶋
信
次
先
生
と
同
じ
く

『
医
学
規
典
」
と
し
て
い
る
。
規
典
と
い
う
言
葉
は
耳
慣
れ
な
い
が
、

一
六
世
紀
に
復
刻
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
の
書
名
を
見
る
と
、

【
具
号
巴
Ｉ
Ｃ
習
冒
津
巴
‐
国
言
（
発
音
で
な
く
文
字
の
通
り
に
表
記
、
意

味
は
「
医
学
に
お
け
る
規
範
の
書
物
」
）
と
な
っ
て
お
り
、
「
医
学
規
典
」
と

い
う
訳
は
、
学
問
的
に
は
も
っ
と
も
正
確
で
あ
ろ
う
。

私
は
こ
の
言
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
批
評
す
る
資
格
は
な

い
が
、
た
だ
一
つ
、
『
医
学
の
歌
』
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
者
は
冨
吊
巴
冒

胃
９
９
と
な
っ
て
い
る
が
、
有
名
な
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
者
一
家
の
三
代
目

巨
吊
＄
す
ｇ
殿
ョ
扁
冒
盲
目
ご
ｇ
ロ
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
単
な
る

誤
植
か
も
知
れ
な
い
。

（
泉
彪
之
助
）

〔
草
風
館
”
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
’
一
○
、
電
話
○
三
’
三

二
六
二
’
一
六
○
一
、
平
成
十
年
十
月
、
四
六
判
、
二
八
四
頁
、
本
体
四
、

八
○
○
円
〕

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゴ
ー
ド
ン
著

『
歴
史
は
患
者
で
つ
く
ら
れ
る
」

本
書
を
開
く
と
い
き
な
り
、
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
厄
介
な
歯

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
一
行
に
出
会
う
。
あ
の
ア
メ
リ
カ
初
代

大
統
領
が
若
い
こ
ろ
か
ら
歯
が
抜
け
落
ち
、
当
時
の
不
便
な
義
歯
に
さ

ん
ざ
ん
悩
み
抜
い
た
話
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
カ
ル
テ
が
出
て
い
る
。
ア
メ
ー
バ
性

膿
瘍
・
砒
素
中
毒
・
膀
胱
結
石
・
胃
癌
・
癒
澗
・
痔
・
性
機
能
不
全
症
・

マ
ラ
リ
ア
・
躁
病
・
梅
毒
・
結
核
静
脈
瘤
な
ど
な
ど
、
そ
の
多
彩
ぶ
り

に
一
驚
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
現
代
史
を
左
右
し
た
政
治
家
ヒ
ト
ラ

ー
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
た
ち
の
隠
さ
れ

た
病
歴
が
語
ら
れ
、
世
界
の
運
命
が
そ
の
た
め
に
い
か
に
大
き
く
ゆ
が

め
ら
れ
た
か
と
い
う
戦
懐
す
べ
き
内
幕
が
生
々
し
く
私
た
ち
の
目
の
前

に
つ
き
つ
け
ら
れ
る
。

著
者
は
麻
酔
科
を
専
門
と
す
る
医
師
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
文
筆
家

と
し
て
立
ち
、
多
く
の
著
作
を
執
筆
し
、
映
画
化
さ
れ
た
作
品
も
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
医
学
的
に
は
正
確
で
、
文
章
は
躍
動
的
で
あ
る
。

政
治
家
、
国
王
、
女
王
の
病
歴
に
つ
い
て
、
文
筆
家
た
ち
と
し
て
、

バ
イ
ロ
ン
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
、
シ
ョ
ー
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

イ
ギ
リ
ス
人
に
か
た
よ
り
、
日
本
人
に
は
な
じ
み
の
薄
い
人
物
が
多
い
。

そ
の
点
、
芸
術
家
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
女
優
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー

ル
、
音
楽
家
パ
ガ
ニ
ー
ニ
、
画
家
ゴ
ッ
ホ
の
頁
は
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

美
貌
と
美
声
の
女
優
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
壊
疽
の
た
め
役
者
の
生

命
と
も
い
う
べ
き
脚
を
切
断
す
る
。
そ
の
手
術
現
場
の
模
様
が
臨
場
感

を
も
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
。
サ
ラ
は
義
足
で
舞
台
に
立
っ
た
が
、
そ

の
後
腹
部
手
術
を
行
い
、
さ
ら
に
結
石
摘
出
の
術
後
に
尿
毒
症
に
か
か

っ
て
亡
く
な
る
。
病
気
は
人
を
選
ば
な
い
の
で
あ
る
。

画
家
ゴ
ッ
ホ
の
精
神
病
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
ゴ
ッ
ホ
と
ガ
シ
ュ
医
師
と
の
関
係
を
く
わ
し
く
た
ど
り
、
彼
の
最


